
国土交通省九州地方整備局
立野ダム建設事業阿蘇立野ダム　完成
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満水状態のダム上流

　国土交通省九州地方整備局が熊本県南阿蘇村
と大津町で進めていた立野ダム建設事業「阿蘇
立野ダム」が完成した。国内最大規模かつ１級
河川では初の洪水調節専用ダム（流水型ダム）
として白川沿川の洪水被害を防止・軽減するほ
か、阿蘇地域の新たな観光インフラとなり地域

の活性化に寄与することが期待される。本体工
事は西松・安藤ハザマ・青木あすなろが担当。
近年事例が少ないコンクリート打設方法「柱状
工法」で施工し現場条件の厳しい制約を克服す
るため、随所に新技術を駆使し、環境や景観に配
慮しながら地域に根差したダムを完成させた。

■位置：左岸熊本県菊池郡大津町大字外牧地先
　　　　右岸熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字立野地先
　　　　（阿蘇くじゅう国立公園内）
■河川名：白川水系白川
■型式：曲線重力式コンクリートダム
■堤高：ｍ
■堤頂長：ｍ
■堤体積（減勢工を含む）：約万㎥
■天端高：標高．ｍ
■洪水時最高水位：標高．ｍ
■集水面積：約
■湛水面積：約．
■総貯水容量：約，万㎥

本体ＪＶ工事事務所
岩川　真一所長

水をためない平常時のダム
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９
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３
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放
流
孔
を
３
門
備
え

洪
水
時
だ
け

流
入
し
た
水
を
貯
留

平
常
時
は
河

床
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
あ
る
下
段
の

放
流
孔
か
ら
自
然
に
水
を
流
下
さ
せ

る


　
２
０
１
８
年
２
月
に
本
体
工
事
の

請
負
契
約
を
締
結
し

同
８
月
に
起

工
式
を
開
き
基
礎
掘
削
工
事
に
着
手

し
た


年
５
月
に
定
礎
式
を
開
き

本
体
工
事
を
本
格
化
し


年
５
月

に
本
体
コ
ン
ク
リ

ト
の
打
設
を
完

了

同
７
月
の
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で
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洪
水
を
た

め
込
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
下
流
の
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位
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引
き
下
げ

る
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果
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し
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

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１
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
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験
湛
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３
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最
高
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位
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
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８
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
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建
設
地
の
地
形
や
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質
を
考
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し


型
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は
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地
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も
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リ
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ト
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た

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
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リ

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﹁
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﹂
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
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工
法
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
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ン
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
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
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
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し
て
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ロ

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近
年
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の
面
状
工
法
は
大
型
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械
な
ど
に
よ
り
施
工
を
合
理
化
で
き

る
が

柱
状
工
法
は
多
く
の
労
力
と

資
機
材
が
必
要
と
な
り

現
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内
で
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種
運
搬
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
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ロ

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
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
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
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

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
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
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
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
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
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
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
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
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
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込
む
横
引
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工
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よ
り
工
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短

縮
し
た

廃
食
用
油
を
再
利
用
し
た

バ
イ
オ
デ


ゼ
ル
燃
料
の
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機
で
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使
用

柱
状
節
理
を
見
え
る
よ
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し
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
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
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
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れ
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
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

発
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も
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で
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﹂
と
感
謝
す
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
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
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﹂
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
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よ
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た
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　立野ダム（阿蘇立野ダム）の建設に当たりましては貴
重な土地をご提供いただきました地権者の皆さま、南阿
蘇村、大津町をはじめとした関係自治体の皆さま、国会
議員の皆さま、関係機関の皆さまなど本当に数多くのご
支援、ご協力を賜りました。
　昭和（）年の建設事業着手から年の月日を経
て完成の日を迎えることができ、改めて事業にご協力い
ただいた全ての皆さまに対し、心より深く感謝を申し上
げます。
　調査、測量、設計、施工などに携わられた事業者の皆
さま、学識者の皆さまをはじめとした関係者の皆さまに
も心から敬意を表したいと思います。
　我が国は自然災害に対して極めて脆弱（ぜいじゃく）
な国土です。熊本県においても平成（）年熊本地
震において大きな被害になったことは強く記憶に残って
おります。

　近年は地震だけでなく気候変動に伴う豪雨災害の激甚
化・頻発化によって毎年のように全国各地で深刻な被害
が発生しており、事前防災の対策が極めて重要となって
います。
　白川水系においても平成（）年７月の九州北部
豪雨などの多くの豪雨災害により甚大な被害を受けてお
り、国土交通省ではあらゆる関係者が協働し、ハード・
ソフト一体で取り組む流域治水を推進し、治水安全度向
上に取り組んでいます。
　白川の流域治水の要である立野ダムの完成により、こ
れまでの河川整備と相まって白川の治水安全度がさらに
高まるものと確信しております。
　立野ダムは普段は水をためない流水型ダムという自然
に近い環境が維持されるダムとなっており、阿蘇カルデ
ラにある立野峡谷に位置していることに最大限配慮した
整備手法を採用しております。
　治水と環境の調和を目指した立野ダムが地域の防災力
向上だけでなく、新たな観光資源として地域の活性化に
も末永く寄与していくことを心より願っております。

　（完成式典式辞から抜粋）
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辞
で
斉
藤
国
交
相
は
立

野
ダ
ム
︵
阿
蘇
立
野
ダ
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︶

が
自
然
環
境
に
最
大
限
配
慮

し
た
流
水
型
ダ
ム
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し

﹁
治
水
と
環

境
の
調
和
を
目
指
し
た
立
野

ダ
ム
が
地
域
の
防
災
力
向
上

だ
け
で
な
く

新
た
な
観
光

資
源
と
し
て
地
域
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活
性
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に
も
末
永
く
寄
与
す
る
こ
と

を
心
よ
り
願
う
﹂と
話
し
た


　
蒲
島
郁
夫
知
事
は
﹁
立
野

ダ
ム
は
災
害
に
対
す
る
安
全

保
障
と
し
て

将
来
に
渡
り

下
流
を
豪
雨
災
害
か
ら
守
る

砦
︵
と
り
で
︶
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る

と
確
信
し
て
い
る
﹂
と
述
べ

る
と
と
も
に

ダ
ム
を
活
用

し
た
阿
蘇
地
域
の
観
光
振

興

地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
む
決
意
を
示
し
た


　
白
川
改
修
・
立
野
ダ
ム
建

設
促
進
期
成
会
会
長
の
大
西

一
史
熊
本
市
長
は
﹁
ダ
ム
の

完
成
に
よ
り
流
域
の
治
水
対

策
が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思

て
い

る

洪
水
被
害
の
防
止
や
軽

減
に
対
す
る
効
果
に
大
変
期

待
し
て
い
る
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た


　
引
き
続
き
坂
本
哲
志
農
林

水
産
相
の
祝
辞

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整
備
局
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野
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第

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所
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る
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岡
一
成
氏
に
よ
る
事
業
報

告

吉
良
清
一
南
阿
蘇
村
長

の
地
元
代
表
者
あ
い
さ
つ
が

あ

た


　
最
後
に
右
岸
側
ダ
ム
天
端

に
場
所
を
移
し

阿
蘇
地
域

の
新
た
な
観
光
資
源
と
な

り

直
轄
事
業
初
の
流
水
型

ダ
ム
を
国
内
外
に
知

て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
て
新
た
に
命
名
さ
れ
た

﹁
阿
蘇
立
野
ダ
ム
﹂
の
名
前

が
記
さ
れ
た
ゲ

ト
を
関
係

者
で
除
幕
‖
写
真

金
田
英

樹
大
津
町
長
の
発
声
で
力
強

く
ダ
ム
式
万
歳
三
唱
を
行

い

完
成
を
喜
び
合

た



